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渡り廊下②
ｱﾙﾐサッシ　AW-12の個数→11個

渡り廊下②
ｱﾙﾐサッシ　AW-12の個数→17個

D-04

変更記載事項

D-04

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
鉄板を取りつける既存外壁の室内側の下地、及び仕上げ→既存仕上げ記
載無

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
鉄板を取りつける既存外壁の室内側の下地、及び仕上げ
→断熱材ｱ20打込み+石膏プラスターｱ8塗り

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
室内側鉄板の取付方法→記載無

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
室内側鉄板の取付方法
→既存断熱材、石膏ﾌﾟﾗｽﾀｰ撤去後鉄骨下地取付の上ﾓﾙﾀﾙ補修.EP塗り

渡り廊下③
天井仕上げ→化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

　　を追加しました。（平成26年12月5日）

平成26年12月5日

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
外部側鉄板の裏面の仕上げ→記載無

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
外部側鉄板の仕上げ→内外面ともＤＰ塗り

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
室内側鉄板の裏面の仕上げ→記載無

中央診療棟建具鉄板塞ぎ
室内側鉄板の仕上げ→表面はDP塗、裏面さび止めのみ

渡り廊下③
天井仕上げ→岩綿吸音板
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渡り廊下③ 　 改修後　 平面図 　 S: 1/75
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